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       /j/挿入  /w/挿入
 場合    ◎    ◎
 間合い   ×    ○
 他愛    ×    ◎
◎：語彙化されている，○：耳にする，×：まったく聞かれない
この分布から判断すると，/aai/という母音連続で 2つの /a/の間に挿入されるわたり音は /w/が一般的であり，
/j/が挿入されて語彙化された「ばやい」は例外に属すると言えそうである。同じわたり音の挿入でも，前接
母音が /i/であれば /j/が（「似合う」⇒「ニヤウ」），/u/であれば /w/が（「具合」⇒「グワイ」）のように規
則的なものもあれば，上記 3語のように前節母音が /a/である場合には /j/と /w/の両方があり得るのである
（上野（編）1989: 1）。本論のテーマである「場合」のバリエーションにはこうした音韻論的背景がある。い
ずれにしても，きわめて限定した単語にしか生起しない音韻環境下で，さらに特定単語にしか変異形が出現
しないことから，前接母音が /a/の場合の /j/挿入や /w/挿入は，音韻規則と言うよりも形態音韻規則と考え
た方がよいのかもしれない。
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表 1　岡田コレクションにおける「場合」の読み一覧（演説者生年順）2
読み 演説者名 生年 演説年（西暦） 演説タイトル
ばやい 大隈重信 1838 大正 5年（1916年） 憲政ニ於ケル輿論ノ勢力
ばあい 渋沢栄一 1840 昭和 3年（1928年） 御大礼ニ際シテ迎フル休戦記念日ニ就テ
ばあい 渋沢栄一 1840 大正 12年（1923年） 道徳経済合一説（2）
ばやい 島田三郎 1852 大正 9年（1920年） 非立憲の解散，当路者の曲解
ばやい 高橋是清 1854 昭和 7年（1932年） 金輸出再禁止に就て（2）
ばやい 犬養毅 1855 昭和 6年（1931年） 強力内閣の必要
ばやい 尾崎行雄 1858 大正 4年（1915年） 司法大臣尾崎行雄君演説（7）
ばやい 尾崎行雄 1858 昭和 3年（1928年） 普選投票に就て（10）
ばやい 尾崎行雄 1858 昭和 5年（1930年） 正しき選挙の道（10）
ばやい 坪内逍遥 1859 昭和 9年（1934年） ベニスの商人
ばやい 徳川家達 1863 昭和 10年（1935年） 済生会の使命に就いて
ばやい 徳富猪一郎 1863 昭和 18年（1943年） ペルリ来航の意図
ばやい 安達謙蔵 1864 昭和 10年（1935年） 選挙粛正と政党の責任
ばやい 安達謙蔵 1864 昭和 4-6年（1929-1931年） 地方政戦に直面して（2）
ばやい 田中義一 1864 大正 13年（1924年） 護国の礎
ばやい 安部磯雄 1865 昭和 10年（1935年） 選挙粛正と政府の取締り
ばやい 小泉又次郎 1865 昭和 12年（1937年） 理由ナキ解散
ばやい 木下成太郎 1865 昭和 7年（1932年） 御挨拶に代へて
ばやい 佐々木清麿 1866 昭和 8年（1933年） 仏教講演俗仏
ばあい 浜口雄幸 1870 昭和 4年（1929年） 経済難局の打開について
ばあい 加藤直士 1873 大正 10年（1921年） 皇太子殿下御外遊御盛徳謹話
ばあい 芳澤謙吉 1874 昭和 6年（1931年） 対支政策
ばやい 牧野元次郎 1874 大正 14年（1925年） 神守不動貯金銀行
ばやい 牧野元次郎 1874 昭和 10年代（1935-1944年） 良心運動の第一声
ばあい 林銑十郎 1876 昭和 12年（1937年） 国民諸君ニ告グ
ばやい 松岡洋右 1880 昭和 8-9年（1933-1934年） 日本精神に目覚めよ（2）
ばやい 中野正剛 1886 昭和 17年（1942年） 米英撃滅を重点とせよ
ばあい 菊池寛 1888 昭和 8年（1933年） 文芸と人生（2）
ばやい 近衛文麿 1891 昭和 16年（1941年） 日独伊三国条約締結に際して（2）
ばあい 橋本郷見 1899 昭和 10年代（1935-1944年） 不動心
ばあい 竹脇昌作 1910 昭和 12年（1937年） 居庸関の激戦











































































初版（1993） ○ × ×
新潮『国語辞典』
第 2版（1995） ○ × ×
小学館『大辞泉』
初版（1998） ○ × ×
小学館『日本語新辞典』
初版（2005） ○ × ×
三省堂『大辞林』
























第 7版（2012） ○ × ×
角川『国語辞典』


















ばあい ばやい ばわい その他
学会講演（N=7,664） 94.70 0.03 3.48 1.79
朗読（N=52） 98.08 0.00 1.92 0.00
模擬講演（N=1,435） 94.63 0.07 1.95 3.35
対話音声（N=47） 97.87 0.00 0.00 2.13




　「ばやい」が聞かれたのは，学会講演が 2件，模擬講演が 1件の異なる 3名による発話であったが，
このうち学会講演の 1件は出生地，言語形成期ともに海外であるので除外すると，結局「ばやい」
という発音は 2件しかないことになる。この 2つの「ばやい」を発話した話者の属性は，収録当
























































































ばあい 634件  94.6%
ばわい  28件   4.1%
ばやい   3件   0.5%

























































使用地域出身  3 10 13
使用未確認地域出身  8 13 21
















都道府県名 バアイ /バーイ バヤイ バワイ
北海道 1 0 0
秋田 1 0 0
岩手 1 0 0
山形 2 0 0
群馬 1 0 0
埼玉 1 0 0
山梨 1 0 0
福井 1 0 0
京都 2 0 0
大阪 1 0 0
岡山 1 0 0
山口 4 5 0
高知 0 0 1
合計 17 5 1
　ここでは「バヤイ」は山口に 5件，そして「バワイ」は高知に 1件出現している。山口での 5
件について内訳を調べると，次のように 2名の話者によって「バヤイ」が使用されており，「バヤイ」
が個人的な癖ではないことが確認できる 11。
（6）  A: ソリャー　タウエノ　ナエバコ　デ　ヤル　バヤイモ　（国語研 2004: 191）
（7）  A: ホェカラ　フツーノ　ナエデ　ヤル　バヤイモ　オナシ　コトイ。（国語研 2004: 191）
（8）  B: オカダ　ノ　オー　タニ　タノ　バヤイワ　（国語研 2004: 193）
（9）  B: ミズガ　トレン　トカ　ユー　バヤイワ　（国語研 2004: 193）






11 話者 Aは男性，明治 44年生まれ（収録時 67歳），話者 Bは女性，明治 29年生まれ（収録時 82歳）である。






















































年）では「場合」が「BA-AI バアヒ 場合」として記載され，第 3版（1886年）でこれに加えて























http://pj.ninjal.ac.jp/corpus_center/chj/edo.html#share（Ver. 0.5）（2016年 1月 24日確認）を使用した。
















































































































































佐野真一郎（2011）Real-time demonstration of the interaction among internal and external factors in language 
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The Pronunciation of the Word baai（場合）in 78 rpm Record Archives  
from the Taisho to the Early Showa Eras
MATSUDA Kenjiro
Kobe Shoin Women’s University / Project Collaborator, NINJAL
Abstract
A survey of the recordings in the Okada Collection, a collection of speeches from the Taisho era 
to the early Showa era (from the 1910s to 1940s), shows that the most popular pronunciation of 
the word baai (場合) was bayai, and not baai. This is in stark contrast to contemporary Japanese, 
where, if we follow the distribution of dictionary entries, statistics based on the corpora, and actual 
pronunciations employed in Diet meetings, the word is pronounced as baai by an overwhelming 
majority. This paper attempts to account for the difference through examining corpus data, 
historical documents, and dialectological survey results. The form bayai appears in Sharebon, a late 
Edo-period novelette, from multiple dialectal areas; further, the On-in Chôsa Hôkokusho, the first 
official nationwide dialectological survey by the government published in 1905, indicates that bayai 
was a rather common dialectal form used in a number of dialects across the country. This paper 
claims that speakers from the Okada Collection simply used their native dialectal forms. With the 
spread of Standard Japanese after World War II, bayai has come to be recognized as a dialectal 
form, and in fact, even as a vulgarism. Baai, in contrast, emerged as the standard form that is widely 
used in contemporary Japanese. Although further research is required to trace the word’s exact 
development in the post-WWII era, this paper demonstrates the historical value of the Okada 
Collection for the study of the development of contemporary Japanese.
Key words: baai, Okada Collection, CSJ, BCCWJ, On-in Chôsa Hôkokusho
